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Ⅰ

対象等（何を、誰を）

伊賀市交通計画に基づく施策等

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市交通計画

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型
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21年度から鉄道軌道輸送高度化補助を得て、交通計画に記載
された伊賀線活性化を推進するため「伊賀線再生計画」を策定
した。また、再生計画の素案立案を検討と市が実施する施策を
組み立てるため、交通計画協議会鉄道施策検討部会を開催し
た。

道路運送法の改正により、バスについては旧８０条路線の
運行管理などについて整備が必要となっている。
鉄道については、伊賀鉄道の開業に対応した再生計画を
策定した。また、施策を円滑に進めるため「地域公共交通
の活性化及び再生に関する法律」に基づく地域公共交通
総合連携計画への転換が必要となっており、当初３年後
に見直しとしていた計画を22年度に見直す。
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事業の成果を測る指標

伊賀線再生計画策定

交通計画実施スケジュールの実
施件数

評価項目 ポイント

1,490

交通計画推進事業

委員報酬等
旅費
その他

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

18年度に策定した「伊賀市交通計画」を実行する上で、情勢の変化への対応と計画推進をフォローするために必要であ
る。近代化補助採択に必要とされる要件を具備する上でも必要である。

法令の改正や補助制度を有効に活用し、「伊賀市交通計画」を実効あるものにすることができる。また、行政ﾊﾞｽ運行コスト
の削減につながる。

18年度に策定した「伊賀市交通計画」に基づいて運賃改定などの見直しを行った。また、19年10月には伊賀鉄道開業によ
り地域の背骨となる路線を維持した。

補助金の導入や諸制度の活用によって「伊賀市交通計画」を効率よく推進することになる。交通計画見直しに際しては、ス
ペックは大きくなるが一財を軽減するため地域公共交通総合連携計画策定費を得て法定協議会を組織して「地域公共交
通総合連携計画」の策定を検討する。
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A 現状維持
17年度、18年度は、伊賀市交通計画策定事業。計画の補足及び伊賀線の活性化に求められる各種計画策定を国のプログラムの下に
整備する。また、PDCAのサイクルによる検証を実施する。また、22年度以降は交通施策推進を図るに必要な補助を得るため、地域公
共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく地域公共交通総合連携計画への移行を検討する。
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